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新婦の母

新郎の父

いよいよ挙式開始。

パイプオルガンに

よる“結婚行進曲”

が 流 れ る と、 牧

師に続き、新婦と

その父がバージン

ロードをゆっくり

歩き始め、待って

いる新郎の元へ。

『ユニティキャンドル灯火』の後、『牧師からのメッセージ』が行なわれた。

　　　　　　 「すごく気持ちが高まって、泣きそうになりましたが、新婦よ
り先に泣けないと思って我慢していました（笑）。式の中で一番印象に残っ

た瞬間でした」

『愛の誓いの交換』へと進行し、牧

師の英語を復唱する新郎新婦。

“主よ人の望みの喜

びよ”が流れる中、

新郎新婦と両家家族

全員で祭壇にて記念

撮影が行なわれた。

挙式の後、教会の外では

フラワーシャワーで祝福

される新郎新婦。

この日行なわれた　
*『愛の誓いの交換』の一部 *

「I, Masahiro in the presence of God, take you Mari to be 
my wife, to have, to hold, for better, for worse, for richer, 
for poorer, in sickness, in health, to care, to love, forever」

牧師の後、新郎新婦が復唱し、そして介添人による以下の

日本語訳で同じく復唱が繰り返された。

「私、正博は麻莉を神に定められた伴侶とし、全身全霊を

尽くし、良き時も悪しき時も、富める時も貧しき時も、病

める時も健やかなる時も、例えどのような事が起ころうと

も、命ある限り、あなただけを愛する事を誓います」

「実は…、幸せな気持ちで、なんだか楽し

くなってしまって、笑ってしまうのを堪えていたんです」

　　　　　　 「歩いている時、割と冷静に“ステンドグラスきれいだな”と思っ
て見ていました。泣かないように他のことを考えていたのもありますが（笑）。

どこか自分のことじゃない、夢の中にいたみたいな感じもしていました」

「個人的には緊張はしていま

せんでしたが、ひとまず式を

終えてほっとしました」

挙 式

「式が終わって安心しました。

全て日本語での案内があった

ので、ハラハラせずに式を終

えることができました」
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